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Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
は
、
今
年
10
月

に
鹿
児
島
県
で
開
か
れ
る
「
全
国
和
牛
能

力
共
進
会
」
へ
向
け
た
活
動
の
一
つ
と
し

て
、
地
元
ラ
ジ
オ
局
と
提
携
し
た
情
報
発

信
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

提
携
す
る
「
お
お
す
み
半
島
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
放
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、
大
隅
半

島
で
親
し
ま
れ
て
い
る
ラ
ジ
オ
局
。
地
元

の
人
々
に
Ｊ
Ａ
や
生
産
者
の
取
組
、
全
共

や
鹿
児
島
黒
牛
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、
ラ
ジ
オ
番
組
や
動
画
の
制
作
を
依

頼
し
ま
し
た
。

　

１
月
13
日
に
は
同
局
の
ラ
ジ
オ
番
組

「
お
お
す
み
お
は
よ
う
ラ
ジ
オ
！
」
内

で
「
日
本
一
連
覇
へ
の
道　

鹿
児
島
全
共

２
０
２
２
」
と
銘
打
っ
た
コ
ー
ナ
ー
が
始

ま
り
、
鹿
屋
市
の
肝
属
中
央
家
畜
市
場
か

ら
生
中
継
を
行
い
ま
し
た
。
同
コ
ー
ナ
ー

は
１
月
か
ら
10
月
ま
で
全
20
回
の
放
送
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

初
回
放
送
を
終
え
た
同
Ｊ
Ａ
の
久
木
田

春
一
畜
産
担
当
参
事
は
「
鹿
児
島
全
共
に

向
け
た
熱
意
や
取
り
組
み
を
、
ラ
ジ
オ
や

動
画
を
通
し
て
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

ラ
ジ
オ
番
組
は
Ｆ
Ｍ
か
の
や
、
Ｆ
Ｍ
き

も
つ
き
、
Ｆ
Ｍ
志
布
志
の
３
局
で
毎
月
第

２
・
第
４
木
曜
日
の
８
時
50
分
か
ら
59
分

に
放
送
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
か
ら
も
視
聴
可
能
で
す
。

　

動
画
投
稿
サ
イ
ト
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

（
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
）
の
同
局
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
は
、
ラ
ジ
オ
番
組
の
コ
ー
ナ
ー
と
同
じ

タ
イ
ト
ル
で
ラ
ジ
オ
収
録
の
様
子
や
生
産

現
場
の
様
子
を
今
後
も
投
稿
予
定
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
は
１
月
14
日
、

Ｊ
Ａ
本
所
で
第
２
回
家
の
光
大
会
を
開
き
、

「
家
の
光
」
購
読
者
や
Ｊ
Ａ
の
役
職
員
ら

約
50
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
は
、「
家
の
光
」
購
読
者
同
士

の
交
流
を
深
め
、「
愛
読
の
輪
」
を
広
め

よ
う
と
21
年
か
ら
同
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

委 

員 

長　
　

永
野　

敏
郎
（
部
会
代
表
）

副
委
員
長　
　

貫
見　

広
幸
（
部
会
代
表
）

委　
　

員　
　

黒
木　

次
男（

役
員
推
薦
委
員
）

委　
　

員　
　

鍋
池　

繁
男（

役
員
推
薦
委
員
）

委　
　

員　
　

有
川　

四
男（

役
員
推
薦
委
員
）

委　
　

員　
　

川
畑　

三
郎（
年
金
友
の
会
）

委　
　

員　
　

今
村　

和
也
（
青
壮
年
部
）

委　
　

員　
　

本
村
ヤ
ス
子
（
女
性
代
表
）

委　
　

員　
　

新
保　

貴
子（

准
組
合
員
代
表
）

委　
　

員　
　

大
迫　

清
美
（
理
事
代
表
）

委　
　

員　
　

下
大
園
親
美
（
理
事
代
表
）

委　
　

員　
　

宮
後　

哲
也
（
職
員
代
表
）

委　
　

員　
　

玉
利　

信
人

（
大
隅
地
域
振
興
局
）

委　
　

員　
　

松
矢
功
一
郎
（
鹿
屋
市
）

委　
　

員　
　

上
山　

隆
一

（
鹿
児
島
県
中
央
会
）

　

当
Ｊ
Ａ
の
下
小
野
田
寛
組
合
長
は
２
月

７
日
、「
ア
グ
リ
パ
ー
ク
か
の
や
」
研
修

室
で
、
Ｊ
Ａ
の
組
織
整
備
審
議
委
員
会
、

永
野
敏
郎
委
員
長
か
ら
答
申
書
を
受
け
取

り
ま
し
た
。

　

同
会
は
近
年
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

が
激
変
し
、
厳
し
い
環
境
下
に
お
い
て
、

当
Ｊ
Ａ
が
今
後
も
組
合
員
の
負
託
に
応
え

る
存
在
と
し
て
「
地
域
で
の
役
割
」
を
発

揮
し
続
け
る
た
め
に
は
「
持
続
可
能
な
経

営
基
盤
と
強
化
」
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、

昨
年
10
月
に
設
置
さ
れ
た
第
三
者
委
員
会
。

　

会
で
は
、
Ｊ
Ａ
の
組
合
員
代
表
や
有
識

者
ら
15
名
が
「
組
織
体
制
と
拠
点
施
設
の

あ
り
方
」「
役
員
体
制
の
あ
り
方
」「
准
組

合
員
の
意
思
反
映
」
に
つ
い
て
、
全
５
回

に
わ
た
り
審
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

答
申
書
を
受
取
っ
た
下
小
野
田
組
合
長

は
「
答
申
内
容
を
真
摯
に
受
け
と
め
、
こ

れ
か
ら
の
経
営
改
革
に
活
か
し
ま
す
」
と

語
り
ま
し
た
。

インタビューを受ける久木田本部長㊧

永野会長㊧、貫見副会長㊨
から答申書を受取った下小
野田組合長
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11
月
開
催
予
定
の
県
家
の
光
大
会
で
の
発

表
に
万
全
の
状
態
で
臨
み
た
い
」
と
語
り

ま
し
た
。

　

記
念
講
演
は
、
鹿
児
島
県
厚
生
連
病
院

の
保
健
師
を
講
師
に
招
き
、
感
染
症
対
策

や
健
康
が
テ
ー
マ
。
参
加
者
ら
は
熱
心
に

講
師
の
話
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

肝
属
中
央
家
畜
市
場
で
１
月
18
日
、
２

０
２
２
年
子
牛
初
せ
り
が
行
わ
れ
、
県
内

外
か
ら
購
買
者
約
80
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

初
日
の
平
均
価
格
は
75
万
７
９
４
１
円
で
、

昨
年
12
月
よ
り
１
万
２
６
８
６
円
上
回

り
ま
し
た
。
最
高
価
格
は
雌
１
０
５
万

５
０
０
円
、
去
勢
１
３
０
万
１
３
０
０
円

の
値
が
つ
き
ま
し
た
。

　

セ
リ
開
始
に
先
立
っ
た
式
典
で
は
、
当

Ｊ
Ａ
の
中
野
正
治
常
務
が
購
買
者
や
生
産

者
へ
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、
今
年
10
月
に

鹿
児
島
県
で
開
か
れ
る
全
国
和
牛
能
力
共

進
会
へ
の
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。
来

場
者
へ
は
緑
茶
が
配
ら
れ
、
全
員
で
初
セ

リ
の
開
催
を
祝
い
、
乾
杯
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
せ
り
に
は
、
鹿
屋
市
串
良
町
有

里
の
西
之
原
優
さ
ん
宅
で
昨
年
４
月
に
誕

生
し
た
三
つ
子
の
子
牛
が
３
頭
連
続
で
上

場
し
、
話
題
を
呼
び
ま
し
た
。

　

20
日
ま
で
の
３
日
間
で
雌
５
１
７
頭
、

去
勢
６
０
３
頭
の
計
１
１
２
０
頭
が
取
引

さ
れ
、
取
引
総
額
は
８
億
１
５
０
３
万

１
８
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
の
デ
ジ
タ
ル
推
進
室
は
２
月
２

日
、３
日
の
２
日
間
、同
Ｊ
Ａ
本
所
で
「
電

子
決
裁
シ
ス
テ
ム
」
の
操
作
説
明
会
を
リ

モ
ー
ト
で
開
き
、
職
員
約
２
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

今
年
３
月
運
用
開
始
の
前
に
職
員
へ
同

シ
ス
テ
ム
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
周
知
を

図
る
ね
ら
い
。

　

デ
ジ
タ
ル
推
進
室
は
当
Ｊ
Ａ
が
２
０

２
１
年
４
月
に
設
立
。
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会

議
や
Ｊ
Ａ
施
設
内
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回

線
無
線
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
の
デ

ジ
タ
ル
化
、
省
力
化
、
コ
ス
ト
削
減
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

会
で
は
、
普
及
部
門
で
Ｊ
Ａ
女
性
部
根

占
支
部
と
佐
多
支
部
、
記
事
活
用
作
品
部

門
で
永
井
孝
子
さ
ん
（
肝
付
町
）、
柳
川

郁
子
さ
ん
（
肝
付
町
）、
小
牧
真
知
子
さ

ん（
錦
江
町
）の
３
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
事
活
用
作
品
部
門
で
表
彰
さ
れ
た
３

名
の
作
品
は
会
場
に
展
示
。
参
加
者
の
目

を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
参
加
者
は
「
完
成

度
の
高
い
作
品
ば
か
り
で
驚
い
た
。
機
会

が
あ
れ
ば
自
分
も
作
っ
て
み
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
「
記
事
活
用
体
験
発
表
」
は
、
内
之
浦

地
区
の
峯
添
サ
ダ
ミ
さ
ん
が
、「
家
の
光

は
義
母
へ
の
想
い
」と
題
し
て
、「
家
の
光
」

と
の
出
会
い
や
女
性
部
で
の
活
動
な
ど
を

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
峯
添
さ
ん
は
「
今
後
、

内
容
や
補
助
資
料
の
改
善
を
重
ね
、
今
年受賞者の作品を鑑賞する参加者

家の光への想いを語る峯添さん

上場を控える３つ子の子牛

説明を受けるＪＡ職員
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同
施
設
内
に
あ
る
農
畜
産
物
直
売
所

「
ど
っ
菜
市
場
」
で
Ｊ
Ａ
の
下
小
野
田
寛

組
合
長
ら
が
「
コ
ロ
ナ
よ
去
れ
、
福
よ
来

い
」
と
声
を
出
し
な
が
ら
地
域
住
民
ら
約

２
０
０
人
に
向
か
っ
て
約
２
，
０
０
０
袋

の
福
豆
を
ま
き
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
昨
年
か
ら
始
め
て
今
年
で

２
回
目
。
コ
ロ
ナ
禍
で
沈
み
が
ち
な
地
域

住
民
を
元
気
付
け
よ
う
と
同
直
売
所
を
中

心
に
企
画
。
チ
ラ
シ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
住

民
ら
に
参
加
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

来
場
者
に
は
入
口
で
の
検
温
や
手
指
の

消
毒
、
マ
ス
ク
着
用
な
ど
の
感
染
対
策
を

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

ま
い
た
福
豆
は
、
地
元
神
社
で
厄
払
い

や
疫
病
退
散
を
祈
願
し
た
も
の
。
そ
の
う

ち
約
１
２
０
袋
に
は
、
ど
っ
菜
市
場
の
商

品
と
引
き
換
え
る
シ
ー
ル
を
貼
り
付
け
ま

し
た
。

　

福
豆
を
拾
っ
た
来
場
者
は
「
と
て
も
楽

し
く
、
元
気
が
出
た
。
来
年
も
ぜ
ひ
開
催

し
て
欲
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
女
性
部
串
良
支

部
は
２
月
９
日
、
鹿
屋
市
串
良
地
区
の
家

畜
集
合
セ
ン
タ
ー
で
、「
バ
レ
ン
タ
イ
ン

チ
ョ
コ
作
り
教
室
」
を
開
き
、
部
員
８
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

旬
の
イ
チ
ゴ
に
溶
か
し
た
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
す
る
「
チ
ョ
コ
イ
チ

ゴ
」
を
手
作
り
し
ま
し
た
。

　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
作
り
方
は
、
Ｊ
Ａ
の

生
活
指
導
員
、
若
林
太
一
職
員
が
考
案
。

　

作
っ
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
、
箱
に
詰
め

て「
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
女
性
部
バ
レ
ン
タ
イ
ン
」

と
書
い
た
シ
ー
ル
を
貼
り
付
け
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
部
員
は
「
簡
単
だ
っ
た
け
ど
、

と
て
も
き
れ
い
で
可
愛
く
で
き
た
。
ダ
ー

リ
ン
に
早
速
渡
し
た
い
」
と
笑
顔
で
語
り

ま
し
た
。

◆ 

レ
シ
ピ
は
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
産
の
ニ
ン
ジ
ン

の
出
荷
が
１
月
中
旬
か
ら
同
Ｊ
Ａ
大
根
占

支
所
管
内
で
始
ま
り
、
２
月
中
旬
に
最
盛

期
を
迎
え
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
選
果
場
で
は
生
産
者
が
持
ち
込
ん

だ
日
量
約
３
㌧
の
ニ
ン
ジ
ン
を
洗
浄
・
選

別
し
、
箱
詰
め
る
出
荷
作
業
が
行
わ
れ
ま

す
。

　

２
０
２
２
年
度
産
は
、
生
産
者
４
戸
で

約
１
・
５
㌶
を
栽
培
し
、
約
45
㌧
の
出
荷

を
計
画
。
全
量
を
く
み
あ
い
食
品
に
出
荷

す
る
。
Ｊ
Ａ
に
よ
る
と
定
植
時
期
の
干
ば

つ
に
よ
っ
て
発
芽
不
良
が
起
き
、
全
体
的

な
収
量
減
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
産
は
、

　
「
電
子
決
裁
シ
ス
テ
ム
」
は
、
シ
ス
テ

ム
上
で
文
書
の
回
覧
や
決
裁
が
で
き
る
た

め
、
情
報
伝
達
速
度
の
向
上
や
業
務
の
効

率
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
推
進
室
の
福
元
直
樹
室
長
は

「『
電
子
決
裁
シ
ス
テ
ム
』
を
導
入
す
る
こ

と
で
空
い
た
時
間
を
有
効
に
活
用
し
、
生

産
性
を
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し

た
。

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
は
、
２
月
３
日
、

同
Ｊ
Ａ
の
複
合
型
施
設
「
ア
グ
リ
パ
ー
ク

か
の
や
」
で
「
福
福
豆
ま
き
祭
」
を
開
き

ま
し
た
。

福豆に手を伸ばす来場者ら

ニンジンの選果作業

イチゴチョコを作る参加者
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の
所
得
向
上
と
地
域
農
業
生
産
基
盤
の
維

持
拡
大
の
た
め
に
」
が
ス
ロ
ー
ガ
ン
。
今

後
、「
基
病
対
策
」「
カ
ン
シ
ョ
生
産
拡
大

対
策
」「
新
た
な
栽
培
技
術
へ
の
取
組
」

を
中
心
に
段
階
を
踏
み
活
動
し
て
い
き
ま

す
。

年
明
け
か
ら
の
天
候
不
良
で
肥
大
が
遅
れ

て
い
ま
す
。
今
後
、
肥
大
不
良
の
状
況
で

出
荷
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

生
産
者
は
「
部
会
員
が
減
少
す
る
中
、

部
会
員
を
１
人
で
も
増
や
し
て
、
安
心
・

安
全
な
ニ
ン
ジ
ン
の
生
産
を
続
け
て
い
き

た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

生
産
者
部
会
で
は
、
鹿
児
島
県
の
農
林

水
産
物
認
証
制
度
「
Ｋ
―
Ｇ
Ａ
Ｐ
」
を
取

得
。
高
品
質
な
ニ
ン
ジ
ン
生
産
の
維
持
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

出
荷
作
業
は
３
月
上
旬
ま
で
続
き
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
は
２
月
９
日
、

「
き
も
つ
き
甘
藷
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
発
足
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
は
同
Ｊ
Ａ
の

役
員
や
営
農
担
当
者
ら
16
人
で
構
成
。
行

政
、
研
究
機
関
、
民
間
、
農
家
、
Ｊ
Ａ
系

統
グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
た
基
腐
病
対
策
や
、

カ
ン
シ
ョ
の
生
産
基
盤
維
持
拡
大
と
生
産

者
の
所
得
向
上
を
目
的
と
し
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
の
下
小
野
田
寛
組
合
長
は
「
カ

ン
シ
ョ
は
今
、
国
内
外
で
人
気
が
上
昇
し

て
い
る
。
収
量
を
上
げ
る
た
め
に
も
、
活

動
の
詳
細
を
早
急
に
詰
め
、
農
家
と
Ｊ
Ａ

一
丸
と
な
っ
て
対
策
を
と
り
た
い
」
と
意

気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
「
す
べ
て
は
農
家

プロジェクト発足会の様子

きもつきNEWS
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https://www.maff.go.jp/j/budget/pdf/r4yokyu_pr58.pdf

12.5 / (150 / )
450

10/10

12.5 / (150 / )
2 300

10/10

60 / 4 240

10/10

120 / 2

60 / 4
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YouTubeで配信中！

イベント情報イベント情報
（一部変更になる場合があります）（一部変更になる場合があります）
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こんにちはこんにちはＡコープＡコープです！です！

【売却のみ】 （単位：頭・円）価格は税抜き

〈ＪＡ畜産部から〉
　２月子牛せり市につ
いては、全国各地でま
ん延防止等重点対策措
置が実施された中、新
型コロナウイルス感染
拡大収束への不透明
感から枝肉相場が軟調
に推移し、平均価格は
725,704 円（税込）と
前月比▲ 15,289 円と
なりました。

　県内各地において、
新型コロナウイルス感
染が再拡大しておりま
す。こまめに手洗いう
がいを心がけ、日々の
飼養管理に努めましょ
う。

２月分 畜産情報
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氏　

名

年　齢

歳

住　

所

最寄りのＪＡ

支所

電話番号 ー　　　　　－

今月号の気になった記事（感想）

〈 必ずお書きください 〉
①氏名、②年齢、③住所、④最寄りのＪＡ、⑤電話番号、
⑥記事の感想
〈 締め切りについて 〉
　地域によって、本誌がお手元に届く日が異なるため、応
募締め切り日は設けておりません。次号が届くまでを目安
にご応募ください。

タテのカギ
②　 千客万来を願って飾る、動
物の置物

⑤　 野球のチームをプレー人数か
らこういうこともあります

⑦　 大豆にはタンパク＿＿が豊
富に含まれます

⑧　まつげに塗る化粧品
⑩　坂本龍馬の出身藩
⑫　 エチルアルコールの＿＿点
は 13 度です

⑭　地球表面のおよそ３割
⑯　 誇りや自尊心を意味する片
仮名語

⑱　競馬場ではラチともいいます
⑳　 ラグビーが盛んなポリネシ
アの王国

㉑　 母校から巣立ちます。＿＿
式、＿＿アルバム

ヨコのカギ
①　 桃の節句に行う行事
②　 東京のソメイヨシノは３月
末ごろ＿＿になることが多
いです

③　 唱歌『春の小川』でスミレ
やレンゲが咲いている場所

④　イチゴ畑に防鳥＿＿を張った
⑥　腰を掛ける家具
⑨　 アラジンがこすると精霊が
出てきました

⑪　 木枯らし紋次郎がかぶって
います

⑬　 甘いものよりお酒が好きです
⑮　 湯畑が有名な群馬県の温泉地
⑰　忍者が指を組んで結ぶもの
⑲　金づちで打ちます

クロスワードパズルの答え（2022 年３月号）

解 答

63円切手を貼って郵送するか、
　　　　　切手を貼らずにＪＡ支所窓口へご持参ください。

セ イ ジ ン タ カ

キ ガ エ ナ イ フ

ユ ツ カ イ エ

ス ト ラ イ ク

カ ズ シ モ セ

ク シ ロ ウ カ イ

ド ロ コ ト ワ ザ

● 小豆をストーブの上で煮て餅を入れ、
ぜんざいを作って鏡開きをしました。
まだまだ小豆も餅もあります…。体
重が増えそうです。（東串良・65歳）
〇 ストーブの上で煮るぜんざい……。
とても美味しそうです！「家の光」
に乗っているエクササイズ、簡単なのでオススメですよ！

● 小さい頃に牛を飼っていましたので、毎日世話をするのが
楽しみでした！！目が輝いて可愛いかったのを想い出す !!
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（田代・70歳）
〇 小さいころに牛を飼われていたんですね！最近、牛を近く
で見る機会が多いのですが、つぶらな瞳が可愛いですよね！
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鹿
屋
市
白
崎
町
一
番
一
号

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き

　
　

広
報
誌「
み
の
り
」係

８９３００１６

郵  便  は  が  き

63円切手を貼っ
て郵送するか、
切手を貼らずに
ＪＡ支所窓口へ
ご持参ください。

✂

✂

❶ 
❷ 

❸ ❷

　

鹿
屋
市
浜
田
町
で
ビ
ワ
を
４
棟

の
ハ
ウ
ス
で
作
っ
て
い
る
東
さ
ん

は
、
昭
和
61
年
か
ら
ビ
ワ
の
栽
培

を
続
け
て
い
ま
す
。

　

ビ
ワ
を
栽
培
す
る
切
っ
掛
け
と

な
っ
た
の
は
「
ビ
ワ
を
栽
培
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
」
と
い
う
Ｊ
Ａ
の

営
農
指
導
員
の
ひ
と
言
だ
っ
た
そ

う
で
す
。

　

撮
影
に
伺
っ
た
日
は
、
ま
だ
ビ

ワ
の
実
が
つ
い
た
ば
か
り
。
袋
が

か
か
っ
た
ビ
ワ
を
指
さ
し
て
「
今

年
は
娘
の
手
を
借
り
て
、
８
，

０
０
０
枚
の
袋
掛
け
を
し
た
ん
だ

よ
」
と
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
「
ビ
ワ
を
育
て
る
の
は
楽
し
い

よ
」
と
語
る
東
さ
ん
。
日
頃
、
東

さ
ん
の
手
伝
い
を
さ
れ
て
い
る

娘
・
由
紀
子
さ
ん
も
「
父
に
と
っ

て
ビ
ワ
は
生
き
が
い
な
ん
だ
と

思
い
ま
す
。
ビ
ワ
の
世
話
を
し
て

い
る
か
ら
こ
ん
な
に
元
気
な
の
か

も
」
と
笑
顔
で
語
っ
て
下
さ
い
ま

し
た
。

　
「
動
け
る
う
ち
は
頑
張
っ
て
い

き
た
い
」
と
語
る
東
さ
ん
に
元
気

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

東
さ
ん
の
ビ
ワ
は
、
３
月
上
旬

に
出
荷
予
定
で
す
。

大姶良支所管内大姶良支所管内

東東
ひがしひがし

　　善善
ぜんいちぜんいち

一一  さんさん
昭和５年２月６日生昭和５年２月６日生

　最近本誌「みのり」でも活用しているＱＲコード、皆さん
お気づきでしょうか？（表紙の「ＪＡ鹿児島きもつき」横の
ものもＱＲコードです）
　インターネットにアクセスする際、アドレスを打ち込んだ
り、検索をしなくても素早く目的のページを閲覧することが
できてとても便利ですよね。
　使い方はスマートフォンなどでＱＲコードを読み取るだ
け！ぜひご活用下さい！

　令和４年２月号「みのり」5ページにおいてご紹介いたしま
した鹿屋～福岡間を結ぶ直通高速乗合バスは、各種報道等あり
ました通り、運営会社の経営不振により廃止となりました。ご
了承下さい。

１． 令和４年度機構改革ならびに参事の担当替え（案）について
２．中期３ヵ年計画（案）について
３．出資金差押えによる出資減口処理について
４．令和４年度内部監査計画（案）について
５．県常例検査指摘事項に対する改善状況等報告について
６．信用事業顧客手数料の改定について
７．情報セキュリティ基本方針の改定について
８．文書規程の改定について
９．その他

　２月 24 日に第 12 回理事会を開き、
以下の議案について話し合いました。
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